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16. 各種有機殺虫剤の効力発現速度の測定とその表示法について 殺虫剤の効力発現速度に関

する研究 第 1搬* 松原弘道 (岐阜大学 農学部 虚芸化学教室)37.10.25受理

アカイエカの幼虫の ノックダウン速度から殺虫剤の効力発現速度を求める著者の簡易測定法につい

てその測定粂作の検討を行い, さらにその結果にもとずいて21種の殺虫剤の効力発現速度を測定し

9,9'-DDT を基準として表示した. この他から殺虫剤の効力発現の遅速に対して新しい表示法を以

来し,またこれら諸薬剤の 7.カイエカの幼虫に対する比中央致死渋皮, 比中央 ノックダウン時間お

よびシロネズミに対する比中央致死共立の逆数の税から各薬剤の衛生告虫用殺虫剤としての優劣に

ついて考察を加えた.

穀虫剤の実用上その効JJ発現の遅速は極めてIiE要な

要糸であり,矧 こ相生苔山用殺虫剤では一般班川省の

直観に訴えるため,孜が国の国民性からもそれが速効

性であることは実際的意義以上に要望される性能であ

る.しかしこの歪むな要請…である共剤効力発現の遅速

については従来系統的の研兜は少なく,効力発現速度

がどの粒度のものを速効性といい,また遅効性という

かについては砕然とした兆準がなく,その区分はWlる

あいまいであE),さらにその測光はについても一定し

たものが知モく,叫に数税別の戎tii剤についてIrl]一浪皮の

非紋を軽々興った方法で各班の昆虫に通用し,そのノ

ックダウンの遅速を比校しているに過ぎない.放近鈴

木1)は数柾有機燐剤桁紋を滴下した折紙にイエバエを

接触させ経時的にノックダウンを観然し,その50,%ノ

ックダウン柑 Lu(KT-50)から効力発現の遅速を比

収し,また大小 2)は2越の有機燐剤の油剤と乳剤を心

技PLt誠il三とPJ'iFE降下はとによってイエバエ に過川L

KT-50からその速成を比較しているが, これら両者

の紺!4ミから-1'1した各炎剤の効力発現の遅速を数虫的

れもFHl一肌皮の北淡を昆山に迫川しているが,このよ

うな旭川池では致WI'LUJの大きい兆剤ではノックダウ

ンが_riiく,=luノJあ小さい鵠蛸Tlでは適いので,I,'壬のノッ

クダウンの遅速をau'jiするには致死ltljJあるいは一定

暗闇後のノックダウン効)Jの-A,詳しい北淡を適用する必

要がある.著者3)は光に兆剤の効)J発現の迎速に対す

る簡易測定法としてアカイエカの幼虫を用いる方法な

らびに遅速の袈示法として効力発現速度なるものを捉

黙した.'すなわち本法は速度を求めようとする炎剤な

らびに兆畔兆剤のある昆虫に対する24時聞役の中火致

光肌IA:(LC-50)の割合に朋盟した各兆剤をトd-昆虫

+*研兜の概要は El本出芸化学会大会 (1962,April

29)で棚/Bした.
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に適川し,致死規範とほぼ平行朗係にありかつ汎起容

易な生体反応例えばノックダウン虫率を経時的に観黙

し,その KT-50を基準水剤と比較しその中央当量を

もって示す方法である.今回著者は今まであいまいで

あった炎剤効力の発現の遅速に対して新しい公示法を

確立する目的で最初この簡易au定法のau定先L′I'･の検討

を行い,最適 KT-50犯Bflを決定し,その純米にもと

づいて21位の有機殺虫剤の効力発現速皮を測起し.

P,P'-DDTを韮串として淡示し,その数仙 こもとづい

て各糸剤の効)J発現速度について新しい袈示法を以黙

し,さらに アカイエカ幼虫に対する各炎剤の LC-50

および KT-50ならびにシロネズミに対するそれらの

中央致妃非法 (LD-50)の逆数から純Liia(山川殻山剤

としての優劣について総合的に苛烈を行った.

実験材料,装置および方法

1. 供試兆剤 :節1卦 こ示すような4系列21越の殺

虫剤を蚊frlLた.他に浴剤および乳化剤として-rlJ収 の

Xyleneおよび TritonX1100をそオヤぞれ班用した.

2. 供試昆虫 '.ノックダウンならびに致死試験に班

川したアカイエカ CuLexPipienspallensの幼虫はY.:
者 3)が先に軸L告したと同様の終令幼虫である.

3. 失敗城田および方は :各薬剤と P,b'-DDT a)

'JはjJの比較はアカイエカの幼虫を川いるペト1)一皿は

i.こよっ苧･すなわち各糊 は 体 くp.yrethrinsの勘合
のみ pyrethrumextract)5%,TritonX-100 45%

および xylene50,%の割合に調合した乳剤原紋または

原典剤 (ニコチン,dipterexおよび TEPP)を適宜

5-8段階の濃度に稀釈し, 1シャーレ200ccの北

淡中にアカイエカの幼虫10匹宛を入れ,1711'i班100匹

a)昆山について24時lEil後の出三死を胡瓜した.

効力発現速度のau定は光に潜省 3)が捉炎した-JJ心 に

よった.すなわち上述のベトー)-皿法によって村た各
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Table1. Naturalandsyntheticorganic
insecticidestested.

T.Naturalorgan'tcinsect'lC'ldesand synthetic

pyrethroids
l.Pyrethrins Pyrethrum extract.pyre･

thr'ln-I10.89,J20',pyrethrin-n
9.80%.totalpyrethrins
20.69%

2.Allethr'ln SumitomoKagakukogyoKK,
93%

3.Barthrin McLaughlin Gormley King

Co.,technicalgrade
4.Dimethrin McLaughlin Gormley King

C0.,97,%.dl･transI.dl-cis50:
50

5.Rotenone mp163-164B

6.Nicotine Merck,extrapure
II.Organochlorinatedinsecticides

7..九〆-DDT NitlOnSodaKK.mp108.8-
109.30

8.Lindane NihonSodaKK,mp112.0-
113.00

9.Aldrin mp104.0-104.5o
10.Dieldrin mp174.0-174.50
11.Endrh decomp.p243-249o

ⅠⅠⅠ.Organophosphorousinsecticides
12.Ethylparathion SumitomoKagakukogyo

KK,97.5%
13.MethylparathionSumitomoKagakukogyo

XK.97.4%
14.EPN

15.TEPP

16.Diazinon

17.Sumithion

18.･Dipterex

19.Malathion

20.DDVP

NissanIくagakuko畠yoKK,

87.5%

tetraethylpyrophospllate
40%.triethylphosphate.
acetoneetc.60%

NihonKayakuKK･technical..L
grade
SumitomoKagakukogyoKK,
95.5%

dipterex50%,emulsifier,

solventetc･50% 【 ‥･

SumitomoKagakukogyoXK･I/J,_I,,-I
95･5,% JrU
NibonSodaKK.technical

grade
ⅠV.Carbamateinsecticides

21.Sevin mp138-140●.95%

新剤乳紋または柄はのアカイエカの幼虫に対する24時

Hl'J後の致死畔からその LC-50を求め.その肌鑑の割

合に湘M.した恭乳剤尉披 (北叩 JI,f･'-DDT 乳剤原液

の机成は 九〆-DDT4.25%,TritonX-10042.55%,
Xylene53.20,00')をその薬紋によってアカイエカの幼

虫が60分以内に50%以上ノックダウンするような濃度

に適宜稀釈し,ペトt)-皿法によってアカイエカの幼

山100匹に対する的冊-ノックダウン虫率を祝賀iL,

哨1.I.J(log.)-ノックダウン虫率 (probit)予僻由帰線

_卜から KTl50を求め.A.2''-DDTを基準として各式等

剤の小火当rRを罪出し効力発現速度の指標とした.

実験結果および考察

1. 格和有機殺虫剤のアカイエカの幼虫に対する-諺

力の州'JE

llJIl.Td実験はに従い有機殺虫剤21樫の乳剤または桁紋

のアカイエカの幼山に対する軸力をペト.)一皿法によ

って検定した.突放は 1何に 2-5和の恭剤につい

てA-Ⅰの 9系列に分けてiJ:如し, 兆畔として持回

A.0'-DDTを含めて行った.火的実施糊口は実験記号

A,B,C,D,E,F,G.H I,･よぴ Ⅰにわいてそれぞれ

1961咋 26/IX,ll/VIIT.1/VItT.23/VIT,16/VIII.

18/VIII,19/Vm,22/VIItおよび26/Vm で,その

mFfの水77.,日よ26.3㌧ 28.5',29.5o.28.80,29.0°,

29.5B,30.0㌧ 30.OoISよび 30.Ooであった.

実験によ.pって和られた各州 架のmIA'(ppm)と24時

['''J後の致死ヰミ(形)についてさらに糊搾な比較を行 うた

め魂等紋肌収 (対原乳剤)を対数に, 致死率を probit

に紅さ供え Blissの灘統一反応率 1次変換撹作を施し

てそのFTlhLTIJJl群式を求め,その方程式から各薬紋なら

びに尻l:f木の絶対および相対有効度を界出すると節 2炎(

のようや る･ 投上欄 P･P'-DDT の LC~50は各系

列の平轡 iを示し･相対有効度は各系列伝如 '-DDT

を)脚 もして節出した･なお第2表の最右欄には渋皮
(log.)-致死率(probit)予備回帰線上から求めた相対

イf効雌をわ短己した.

9,9･-D政 では濃度一致死率回帰線が 2-3線分に

.1分れるのが普通であるが,節2袋の回帰方程式は常に

probit5の横軸に交わる線分を示したものである.

従って LC-95などの界出にはこの式を用いる印は山

てかなりの変動が見られるが,これはrJ:験に良川L,.fuを

要したため,その川に水臥tの変化.tj三践l･B:の変動ある

いは打別抑こよる紫剤への拭抗性の変化などが心ったの

によると.qt陳せられる.柑 こD系列の LC-50伯は界

'[;'Iに火きいため瓜上欄の P,PLDDT の LC-50位は

この系列を除いた他系列企lq'の平均llftで示した.

耶2'11から明らかのように一般に有機燐系殺虫剤は

11主力が強大で, 特に EPN,ethylparathionj･,-よIu

methylparathionは最も優れ他の追従を許さないと

いえよう.また pyrethroidsはこれに次ぐ始い招力

を有し,そのうちでも barthrinは著者3)が既に報告

したように最も汚力が摩れそれぞれ pyrethrinsの

1.28倍.allethrinの7.35倍-,dimethrinの3.57L.汗に朋

当する.然し天然1jJ機殺虫剤中でも rotenonej･,.よび

101
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Table2. Dosage･mortalityregressionequation,absoluteandrelativetoxicitytolarvae
ofthecommonhousemosquitooforganicinsecticides.

Regressionequation

P,P'-DDT

P,P'-DDT

Pyretbrins

Allethrin

P,ZI'-DDT

Dimetllrin

Y-5.114+1.253(Ⅹ-0.461)

Y-5.032+6.627(Ⅹ-0.218)

Y-5.305+8.388(Ⅹ-0.324)

Y-4.691+3.371(Ⅹ-i.868)

Y-5.291+8.053(Ⅹ-0.010)

Barthrin iY=4.730+5.173(Ⅹ/1.370)

Median lethal
concentrationLC-50

(ppm)

Asstock Asactual
emulsion toxicant

1.4133 0.0707

Relativemedianletllal
concentration

Calculated Gotfrom
from. provisiorlal

regreSSIOn regreSS10m
equation line

2.3429 0.1171

1.6339 0.0169

1.9408 0.0970

0.9107 0.0455

0.9423 .0.0471

0.2642 ･0.0132

1.0000 1.0000

0.1443 0.1595

0.8284 0.9099

1.0000 1.0000

1.0352 0.9397

0.2901 0.2618

九〆-DDT
Rotenone

Nicotine

Y-4.722+2.495(X-0.025)

Y-4.953+2.r881(X-1.213)

Y-5.003+6.871(X-2.014)

1.3698 0.0685

16.9371 0.8469

103.2591 103.2591

1.0000 1.0000

12.364 12.416

1507.4 1527.3

Y-4･279+割L766(X-1･851)

Y-4.89ト嶋L654(Ⅹ/2.721)

P.J)I-DDT
Malatbion

Diazinon

1.2930 0.0647 l 1.0000 1.0000

0.0543 0.0027 ! 0.0417 0.04061

Y-5.182+7.732(Ⅹ-i.994)

Y=5.547+ll.625(Ⅹ-i.891)

1.2704

0.9335

0.6982

Y=4.692+3.195(X-1.838)

Y-4.740+4.363(Ⅹ-1.302)

nicotine.は pyrethrinsに比して招jJが締めて低く,

9.9'-DDTのそれぞれ約1/12および約1/1500の-LiljJ

をイiするに過ぎない.なおcarbamate系殺虫剤sevin

はアカイエカに対しては招)Jが劣り,9,9'-DDTの約

1/27に相当する.我力咽 におけるアカイエカの幼虫に

刈する'̂柁イJ機塩諺ミ系およびイi機燐系殺虫剤の=I!3jJに

l刈する攻粁 )の研兜では,'d非剤の感受性系統に対す
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言 二

1.0 000 1.0000

26.6 9 1 31.117

石LC-50(ppm)伯は?,P'-DDT0.860,1indane0.085,

dieldrin0.010,diazinon0.073,malathion0.085,

DDVP0.066,dipterex0.087で, また鈴木および

水谷6)の研究では同様に位研系で,P,P'-DDT0.92,

1indane0.49,dieldrin0.28,diazinon0.088,

malatllion0.095,DDVP0.029,dipterex0.10で

あるという. こjt,らの伯と節2121拐(休換算 LC-50LLL'(
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を比陀すると,恭有機憐剤では何41,も近似肌を示して

いる.しかし Iindane(0.42ppm)および dieldrin

(0.24ppm)のような有機垢糸剤では鈴木等5)のfLFiと

よく一致するが,安打 )の債より揃いflTiを示すことか

ら木火映に他用した柴剤通IT]雁のないアカイエカの幼

山は安仰 )の 榔 (ル た抵抗性の tl佃 芥CIrT･(LC-50
(ppm)肌 Iindane1.152.dieldrin0.749).れ tび鈴

木野 'の靴 71した拡抗性の川血.iiLげ(LC-50(ppm)LU'l

lindane1.06,dieldrin0.55)の何れよりも而剤に対

する拡抗性は小ではあるが. 一応 refractorinessを

もつ系統 といえよう. また投近 Sutherlandand

Darsie7'は うランスのデラウエア市近郊で採放し,

実験室で飼育した アカイエカ Culex♪iPiensの幼虫

に対する有機殺虫剤の致死試験 (48時間後)でその

LC-50(ppm)Llliはおのお の γ-BHC 0.10-0.14.

DDT 0.060,がpterex0.088,malathion0.02-

0･03,DDVP<0.001であるとiqliliしているが.那2

=J壬のそれと比恨すると DDVPを除けば何れも近いllrt

を示している.

なお那2衣の殺右列に示した予僻阿柿線上から求め

た中火当流のtlriと Blissの probit法によって同相万

邦式から求めた伯とを比較するとその平均訳芽.粥L王は

5.7,%に過ぎず,別の突放でこのような渋皮の少しの

ズf_によってはアカイエカの幼虫の KTl50は的んど,訳2

幣を受けないことを認めたので,効力発現速俊の怖劾

州定Il三では手数を宏しないこのような予仰rll柑緑から

求めた LCl50llliで充分であると考えられる.従って

次卯のアカイエカの幼山に対するノックダウン試験の

･L13剤朋鰍 こ際してはこのlLrEをITlいることとした.

2. 'd印イJ機湖山剤の効力発現速度の測定

i)アカイエカの幼山に対する穀山剤のノックダウ

ン効果と致死効粒との朗述性の検討

殺虫剤の効力発現速皮の測定にわいて致死現象と平

行関係が成立すると-TJ似せられかつ5u定容易なJl休反

LL;としてノックダウン現毅を採 り挙げたが,昆虫のノ

ックダウン現射 こ純いて必ず致死現象が作うか石か,

またノックダウンの遅速と致死の遅速との関係を検討

する必要を認めたので,P,P'-DDTを韮準譲§剤とし他

に天然苓2虫剤,合成 pyrethroid,有機垢素剤および有

機燐刑からそれぞれ一つずつ pyretbrins,allethrin,

endrinか.とび ethylparathionの4薬剤を選び,そ

のアカイエカの幼dlに対すろLC-50比に調整した各

乳剤原紋をすべてrLl]一･乳剤机雌 (6ppm)に稀釈して

アカイエカ幼山10四ずつに通用し.その100,%ノック

ダウンおよび致死所望即.-3rNをau)i:Lm3:Llのような結

果を得た.な13軟fLrtは10匹についてのltTJ'Ji:肌の平均を

ホしたが,'A仰桝 IF.Jの変刑は柁めて小であった (水氾

219).

那31炎で示されたようにtlも端部i刑肌班においてほ何

れのtLtii刑を適FT]してもアカイエカの幼山の余部がノッ

クダウンするのが見られ 企>主脚】とも処FT!牲110-254

分IrJに.またノックダウン綾110-230分ltlI=こ企昆虫が

致死するのが槻実(された.今100,%ノックダウン所労

汀紺地 ノ･yクグ･)ン迎Iか )押紙とすれば.pyrethrins

およびallethrinはその逆性が柁めて火で,♪,JI'-DDT

の301,L';･以_1･.でtを'/JがL.endrini3よぴethylparathion

の逆性は JI.〟-DDTのそれ.kりわずか小である. ノ

ックダウン抱のiFL妃n.1川IJにわいては'̂兆刑lITtJに100,00'

ノックダウンJ-97脚 .'jl't.JFI!.のズー･:.は7J.られないが,速効性

である pyrethrinsおよびallethrinでは他剤に比し

て致死t馴肋',TTtく.さらに処FT!後 100%致死所要昭ItTll

をみるとTLTdpyrethroidは 17.9'-DDT よりはるかに

Fitく,また endrinj･5よぴethylparathionはタ,?'-

DDT よりかなり遅い. このようにアカイエカの幼虫

Table3. 100% knockdownandkilltimeagainstlarvaeofthecommonhousemosquitoof
P,ZI'-DDT,pyrethrins.allethrin,endrinandethylparathionemulsionsbythepetri･dish
method.Tenindividualswereusedineachemulsion.

l

･ethRaqalfaVtte:oecity;knR.eclatdi.vLnknockdown ivelocity

1.00

1.89

1.17

1.03

0.90

1.00

>31.2

>31.2

0.37

0.68
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のノックダウンという生物反T,L試ま昆虫の致死のInfl一附 (.)

税litであり,またL*剤適用後の昆虫の致死柑I'ilの遅速

とそのノックダウンの遅速とは一致することから, ノ

ックダウンの遅速を測定することによってその薬剤の

効力発現速Jji:をauTi:することが出来るわけである.

ii)克之過r中火ノックダウン柑t"Jの検討

先に著者3)は barthrinの効力発現速度をアカイエ

カの幼虫のノックダウ.ンを検することによる新しいfmL

易8u定法によって求め..･その偵が pyrethrinsの約

1J/84,allethrinの約1/36と糊EBした. しかし今回行

った実験結果ではこれとかなり興った値が柑られその

再現性に間血があることが判明したので種々検討した

ところ,朽現性を71●..J-めるためにはアカイエカの幼虫に

対して適当な KT-50となるように薬剤濃度を選ぶ必

要があることが明らかとなった.故に KT-50堀川と

効jJ発現速度とのBg係を明らかにするため♪,P'-DDT

と barthrinとを供試;Ali剤とし, 9,9'-DDT乳剤で

供試h!山が20-60分の冊に50,%ノックダウンするよう

な肌収とそのJtJTJ後の氾度すなわち20分以内に50,%ノッ

ク//ウンする肌皮および60分以内では50%ノックダウ

ンしない氾皮となるよう適宜稀釈した北淡 (Al-A3)

のアか1エカ幼山に対する時冊-ノックダウン虫率を

求め.その船架についてIl.5lLlilを対数に,ノックダウン

山畔を probitに起き換え,13の1,.ののⅥ別nl-ノックダ

ウン山キミ予棚固相線を描きl剖上から KT-50を求め,

さらにそれから効力発現速度を求めると耶 4炎のよう

になる.淡FIlのB系列は牧に述べる効)J発現速鑑の8u

定における成約を比較のた桝 こt)F記したものである.

mf411Rの結果から 少,Z･'-DDT を光琳とした場合兆

剤の氾度が小 な る程 すなわち KT-59が大なる群

barthrinの比効力発現速度は大となる傾向が見られ,

またその巾もかなり広いので再現性を高めるためには

KTl50を一定時脚 屯田内に限定する必要が生じて米

ち.その時間が64分以上にわたる時は突放観矧 こ･fi咽

Ftilを変する不峡の外,pyrethrinsや allethrinのよ

うな非剤ではノックダウンから蘇Liiして浮び上る帆L'll

にあるからこれより知時日'Jであることが必要であり,

また数分以内では100匹にお.よぶノックダウン出数の

概矧 こ榊難な上,兆剤によっては如何に淡皮を揃めて

もある-疋時日"J内ではノックダウン現毅を起さないも

のもあるので,9,9'-DDT乳剤によってKTl50が20

-60分となるような浪皮を選ぶのが適当と=JS･えられ

ち.実際この犯Uflで行った A2系列の効力発現速度と

B系列のそれとはかなりよく一致するのが見られる.

この両実験で用いた共剤混F鑑'(対廊乳剤)が A2では

5ppm,Bでは 1.･5ppm というようにZ三があるにも

かかわらずKT-50に大岩三が知モいのは,両r符の火映糊｢l

(A2:8,/X,B:7/ⅠX.1961)および水氾 A2-.189,B:

28.5o)あるいは幼虫の生長度の卦 こもとずく山作の感

受性のZ三界に屈個 するものと,r払われる.な.J'Jt効力発現

速蛇において柘nrLdLに差のある兆剤の閲においては伯技

の比較は囚難であるから中日'iJに適当の他非剤をはさみ

hril技に測定を行う必要があり,各水剤稀釈紋の KT-

50も20-60分のll'Uにあるよう非剤氾度を選疋する-･'jiが

望ましい.故に次項に述べる各炎剤の効力発現速FA'の

川定には以上の矢作･を考慮して実施することとした.

iii)各棟有機朝出剤の効力発現速度のalU定
前項の突放によって求められた各殺虫剤のアカイエ

カ幼虫に対する LC-50比にn.d合した各乳剤郎披な調

盤し,水で適宜汲皮に稀釈し,i)および ii)rJiの火

映によって明らかとなった突放条l′ト下に,♪,P'-DDT

を2.糾三兆剤としそjtらの アカイエカ幼山に示すlIWL"J-

ノックダウン山科をペト1)一皿はによって検起した.

その紙恥について時llEJを対数に, ノックダウン山ヰi

を probitに旧さ換え. おのおのの時冊-ノックダウ

ン虫率予仰固相線を描きその線上からKTl50を求め

Table4. Medianknockdowntimeandappearingvelocityoftheefficacyof♪,〟-DDT･and

barthrinemulsionappliedagainstmosquitolarvaeinmedianlethalconcentrationratio.

Codesign Toxicant IMedian knockdowntime tAppearingvelocityofthe
(contentinppm)

･TP,P'-DDT (0.375)

Barthrin (0.098)

P.L)'-DDT (0.250)

Barthrin (0.065)

KT-50(min.) 【 efficacy

18.9

6.46

104



防 虫 科 学 郡 27 巻-ⅠⅤ

さらにP.:打3)の-JJは1ミによりP,♪'-DDTを兆畔とした各

紙li剤の効))先取速F.Hを印山すると郡5:liの･ようにな

ち.このl㌍絶対イJ-Wli:の群山に Blissの probit比…に

Table5. Medianknockdowntimeofyarious

organicinsecticidesemulsionapplieda叫 pst
mosquito larvae h median lethalconien･
tration ratio. andappearing velocity of
itsefficacy.

'P,f･'-DDT
Pyrethrins

fI,L･'-DDT
Barthrin

P,P'-DDT
IBarthrin

Dimethrin

p:'iPih::?nTn ト 喜:.33

fI.fI'-DDT
Sevin

fI.P'-DDT
TE戸P

Dipterex

f･,P'-DDT

Nicotine

t 30.7
1
1 10.7

17,9'-DDT
Rotenone

よる抑㍉1l.lt;k的方はなmいてもーよいが,薬剤調整の娼

ilriとなる LC-50を･7,i･11-桐柑繰上から求めた ごとと

probitu三によlって求めたltL'iと予備回帰線上から求め

たfI(tとの冊に殆んど井.':のないことから,冊易測定法で

は木'R蚊の,tうに--I,脚 Fll柿繰上から求める方法で充分

-t乃えられる1.1なお速効性L,LIi剤では国技 9,9'-DDT

と比恨13-る糊で†-うi:のlLrtを柑る-･ji.が困難であったの

で,.lLn,けなに比JIJ効哩を求めることとした. すなわち

dimethrinにおいては まず barthrinと;次 いで

P,P'-DDT と barthrinのWllilで比恨し. ま●た a11e･

thrinにおいてほ dimethrinと比恨しそれぞれlIlrllは

に 9,9'-DDT との比較を行った.

木実験において同一系統の恐山剤をA'(印別ずつ117rf
に分けて実施し, また環状 ジュン系恐山刑のtrY.では

aldrinが斬る遅効性のため企.WのIA剤肌ID:をT･:.iめた純

狐 P,P'-DDT の KT-50が 16.6分であったため,7tY･

ごとの効ノJ発現速Ift1-のr.T.Jに矩分の喰い追いが生ずる亨ji

が予.QIlされたので,爺粥の･雛剤を隅々に揺りあげ柁々

の糾合せでさらに効ノJヲ色別の遅速を旅したところ各式ti

剤の効)J発現の迅速 は pyrethrins> allethrin>

dimethrin> sevin> barthrin> lindane>

DDVP>nicotine>TEPP> methylparathion>

malathion> ♪.I)I-DDT.> diazinon> EPN>

sumithion>(lipterex>ethylparathion>endrin

>dieldrin>･rotenone>aldrinのmTIで郡5~Jiの緋

LIミと的んど-･放す)'Jのを認ttz)た.

鈴木nLtイエバエに対-3-TJ･･班別の効)Jヲ邑現の遅速は

DDVP>diazinon>malathion.井.l二8)はFtlじくイ

エバエに対し DDVP> diazinon> dipterex>

malathion,またmi.7JJ'Pj9)は アズキゾウムシ に対 し

methylparathion>ethylparathion> 7･-BHC>

EPN の暇であると'1111!-,.Lてい,L'J. このように非剤の

効力発現速度は薬剤の適m形式.薬剤の形頂.眺試昆

虫の稗規等によって甚だしいJZ甥 がある.従ってある

薬剤についてそれが速効性あるいは遅効性であるとの

プ壬現は,その薬剤の常ITl対mfil虫に対して'.前川mT･-1の

非剤を開法によって通mした糊合の効ノ)党別速JlB:の総

:117･エゴをもってすべきでLVV)う.しかし別/IてどのFItIA:の

効力ヲ色別迎IJEをもつもの.J)'･迎'llJ椎であり,また遅効性

であるかの).t岬はなく如 ､まいで,除dl'LJI.3'札 TEPP

は速fl)経であり,DDT.デ1)ス剤は遅効性である10)と

油然とした-)減 がJnいられているに過ぎなし.､.,=PI:者は

アカイエカの幼虫を難紋中に dippingする条件下す

なわち口邪から♯剤の入る喰詔的適用と皮脚から浸透

する招他的適用下における効力発現速鑑として,P,P'･

DDT を兆準 と_Lた場合 pyrethrinsの●21712から

aldrinの0.21にわたる広い範[咽の帖を柑たので, こ

の数字を北本とし,議絹Tlの効JJ発現速TA:のrJi現として
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その速度15以上のものを頗る速効性,14-5を速効性,

4-3を効力発現速度汚通.2-0.5を遅効性,0.4以下

を頗る遅効性という'叫を捉案する.木実畝のようなア

カイエカ幼虫に対して喰招北接触的適用の粂l′ト.下で

は,普通速効性といわれる TEPPおよび DDVPの

効力発現速度が普通あるいは遅効性の部に入るのが聞

超であり.さらに他の圧出に対しても-木はに恥ずる方

法を適用しその速度を測定し総平均を求め,これらの

位を修正する必要があると思われる.

･節5誠から一般に pyrethroidは速効性の'JRでは優

汁,そのうちでも pyrethrinsおよび allethrinは他

剤に比を見ないような速効性を備えている朝が示され

ている..しかし barthrinは pyrethroid申最も効力

発現速度は小で,pyrethrinsの約1/6,allethrinの

1/4に相当する. 先に著者3)は barthrinの効力発現

速度をau定し本実験とかなり輿る伯を柑ているが,こ

れは本実験と81促 条件が興るためと考えられる.なお

講3性の柘めて政大であった有機燐剤は一般に効力発現

速度において劣り.TEPP以夕日ま遅効性の稚Flに属

し,塩苅化炭化水諺;系恕虫剤も Iindane以外は遅効

Table6. Rebtivemedianlethalconcentration

性または頗る遅効性の部類に屈し,また rotenoneも

柁めて遅効性の珊煩に入ることとなる.

3. 相生'-i(出川湖虫剤としての擬劣についての-巧-

架

諏.'JJ'内9)によれば屈虫に吸収された薬虫Wと田山の

致死17.5JEiJTA;との間には (W-W｡)(TとーTo)-K
の関係が成立するという.Woはこれ以下になると圧

出を殺せない共立であり,Toは非量をいくら7.I,I).めて

もこの昆虫を殺せない所定時閲をあらわすといい,

Wo,ToおよびKの小さい程よい非剤であるという.

しかし煤議剤のようにガス体としてあるいは局ITr適用
法のようにアセトン潜紋として圧出に適川するh)J合は

Woおよび Toを測定する額は可能であるが,アカイ

エカの幼虫を用いる生物試敗で.特に水に不177'の鵜剤

ではそれを乳剤とした場合,用いた兆剤のEt機 が兆剤

のそれより大なる似合もあるのでその州正は越だ別封E

である.また Harberはガス体の氾度Cqと致死柑Iru
TJ=とのlr'Uに Cg･Tk-K なる関係があり,Kの小

さい程有効度の高い非剤であることを示した.しかし

P.:者11･12)はアカイエカの幼虫を用いるペトI)一皿は

andmedianknockdowntimeagainstmosquito
larvae,andreciprocalofrelative(acuteoral)medianletllaldoseagainstratofvariousorganic

insecticides,andtheirproducts.

+formouse
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によって pyrethrinsI,.よぴ pyrethritis-plperOnyl

butoxideml†剤の時lLITLト ノックJ/ウンd畔 の凹隣を

検IWL.さTIL:i剤況雌 (CE) と KT-50(T)との冊には迎

比例的の糊料 よIJWLすTJが,ナIス刑でみられ,"Jような

-C,･TSK のr)j係はT戊Tr.しない-fJtをはめた.従って*

リ1敗にわける CE･TのlLltの大小に上って芽1山刑のイJ'劾

JtEをYlll'Ji:することは山来ない.しかし辛丑山刑相に柁!上
'･.1f山川羊'lill剤にわれわれの91.むところはその薄地UJの

強大であること,効JJ光朗速収の大であることおよび

77..11ETt捌物に対する招性の小であることであるので,以

_I:突放によって狩られた各種有機殺虫剤のアカイエカ

の幼虫に対する比 LC-50および比 KT-50ならびに

tほ乳制榔 こ対する比 LD-50の逆数からその殺虫剤の

'JJ効班を比佼判定することが可能と考えられる..すな

わちこの3数TLliのflriの小さい非剤程相生チ芋虫m,lti剤と

して倒 した薬剤という叫となf),この肌を求めること

によってその柴刑の実用上の陵劣を判定することが山

来るわけである.知識炎剤の実m化に当ってはこの外

薬缶 作用性,残効性,魚Tfj性および価格なども硯変

な因子であるが,この場合は一班L;:これらを考慮Jjtとし

た.なお相生苦虫用殺虫剤では人帯招性に投も考T/Rを

払うべきであるので,上記のfl'tが如何に小であろうと

もその実用化には削IfTtqu物に対するi!3性が他用況俊に

わいて放取 tり低い必繋があり,LD-50LLltからある

相を引くべきは当然である. 今 P.I)'-DDT を兆郷と

して各殺虫剤のアカイエカ幼虫に対する比 LC-50(C)

さ3.tび比 KT-50(T)ならびにシロネズミ(sumithion

の場令のみハツカネズミ)に対する経口投与における

地LD-5013･川の逆数(1/D)をIR示し,そのfl't(C･T/D)

の小さいものからならべると耶 6PRのようになる..

郡6--11の C･T/Dのllriが1.5以下のものすなわちnFl

位 13以内の恐山剤のうち人市LI!3性の大きい methyl

parathionおよび EPN を除けば他は何れも純/R字音出

川として産秀な炎剤といえよう.このうちでもdime･

thrin,pyrethrinsおよび barthrinは C･T/DのfLli

が最も小で. また allethrinもこれについて小 であ

り,これらは何れも煉る速効性または速効性の詔Wlに

肝3-rJことか らも,pyrethroidほ鞘liiTI･虫m5L13剤

としてに柑 こ榔 Lていることが'示される.rlす機械剤申
ethylparathionおよび TEPPを除く他の域剤はす

べてこのうちに入り,防1_JZlT)･･LIi刑として sumithion,

malathion.dipterex,DDVPI5よぴ diazinonが位

れていることがわかる.11個別-1';剤1いIindane∫,I.tぴ

J),i,I-DDTが殴れ,環状ジエン系戎l捕1ほ何れも15位以

下で防疫用非剤としては劣っていることがホされてい

ち.rotenone,TEPPおよび nicotineの C･T/Dの

イ抑ま何れも締めて大で他剤に比して甚だしく性能が劣

ることとなる.

紐 桔

光に●yT.:n･によって以一身;された守rldl剤の効JJ発別迎IA:

のm切qu疋IL-によって'̂mIJ約才'ldl利の効ノ)ヲ邑Bi速llL

を8u'Ji:し,それによって今まであいまいであったJjJjノ)

ヲ邑以遠IJ'i:の公示に対してFrしいラン-+:ン'/lrlJ.'JV ,̂:･目
的で.まづ8uTE粂n'･の検討を行い,その気tiliにもとづ

いて21坪の有機恐山剤のアカイエカの幼虫に対する致

死ならびにノックダウン芯輪を行いその効力発現速1･fE

を求め,9,9'-DDTを兆郡として袈示し,その数L抑こ

もとづき薬剤の効力発現の遅速について新しい来示法

を提案し,さらに各薬剤の 庄虫に対する比 LC-50お

よび比 KT-50ならびにほ乳動物に対する比 LD-50

から符/jf苦虫m殺虫剤としての優劣について考察を行

った.

一般に有粒燐系殺虫剤はアカイエカの幼虫に対する

致死Rf!3)Jが故大で,特に EPN,ethylparathionお

よび methylparathionは優れた稲力を有しているL

また pyrethroidはこれに次いで敬い巧力をもちその

うちでも barthrinお よび pyrethrinsが優れてい

ち.rotenoneおよび nicotineのような天然殺虫剤

の招力は柏めて劣る.

アカイエカの幼山に対する'̂=.Lli剤のノックダウンの

遅速はほぼ･･it3刑/JJJ)Jヲ邑伽の遅速をあらわして捕り,

♪,f･'-DDTを).叩 iとした糊合.非剤の汎[1.1の小さい均

合印.比効ノ)党別逆性が火となる帆l一-1があり,KT-50

が20-60分の頂l棚勺に(''nTJ糊付 こ-ITS現性が大であ7L,.

t,.t･'-DDTを).fi叩は した場合, 各殺虫剤の比効プJ

発現速llEはそれぞれ次のように, pyrethrins27.2,

allethrin20.5.dimetbrin8.63,1indane4.69,

barthrin4.61.sevin4.49,TE戸P2.88,nicotine

2.86,DDVP1.73,methylparathion 1.14,maト

athion1.10,diazinon0.80,EPN0.71.sumithion

0.70,endr'1n0.68,dieldrin0.56,dipterex0.51,

ethylparathion0.48,rotenone0.33,aldrin0.21

の各数ftliを得たが,これらのftltのうち15以上のものを

煉る速効性.14-5を速効性 4-3を効ノJ発加速性門･

過,2-0.5JLJ_,J遜IL']鵬 .0.4以下を似る迎'11化生という-1ミ

ホIJ三を拙宅する.

アカイエカの幼山に刈する比LC-50I5よび比 KT-

50ならびにシロネズミに対するS一石口比 LD-50の逆数

のfllは､らその兆剤のni/_k'.17山m殺虫剤としての有効T空

をY･1位 する叫がTll能で,そのTt(iの小さいもの程優秀な

非剤と称し柑られる.総ての pyrethroidはそのItrtが

甚だ小さいことから狩生害虫用殺虫剤として特に優れ

ていることが示されている.

終りにのぞみ木突放を助)Jせられた稲田文彦君,柿
々御教示を賜った安富和男ならびに鈴木狂雨715土,'lu:
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‡陀 提供された各会祉にそれぞjt深く感謝する.
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Rささum占

The author proposed previously a simple

measurlng method forthe relativeappearlng

velocityoftheefficacyofinsecticidesbymeans

oftheknockdown ofmosquito larvae,Culex

piPiensPallens.Thistime,theauthor,aftermak-

ingsometestson●estimatingconditionsofthat,

measuredtheappearlngVelocityof21kindsof

organicinsecticides,and attempted tomakea

newrankforit.

Therelativelethaltoxicityofeachinsecticides

wasdetermined by meansofbioassay using

mosquitolarvae,Comparing.withthatofP･♪′-

DDT.Theappearingvelocityoftheefficacyof

eachinsecticideswasmeasuredbytheknock･

downeffectoftoxicantemulsion orsolution

appliedtothatinsectinmedianlethalconcen･

trationratio.

Whentheappearingvelocityoftheefficacy

ofp,p'-DDTwastakenasastandard,therelative

valueofeachinsecticideswasasfollows:-py･

rethrins27.2,allethrin20.5,dimethrin8.63.

1indane4.69,barthrin4.61,sevin4.49,TE戸P

2.88,nicotine2.86,DDVP1.73,methylparathion

1.14,malathion1.10,diazinon0.80,EPN0.71.

sumithion0.70,endrin0.68.dieldrin0.56,dip･

terex0.51.ethylparathion0.48,rotenone0.33,

aldrin0.21.Tllefollowingtermswereproposed

asanewindicationtoeachoftheranksofthe

appearlngVelocity:- (relativevalue)

veryrapid----･- -･---- > 15

rapid

o一dinary

slow

veryslow

14.- 5

4.- 3

2-.0･5
く 0.4

From theproductofrelativemedian lethal

concentration and relativemedianknockdown

timeagainstinsect,and reclprOCalofrelatiye

medianlethaldoseagainstmammalsofinsecti･

cide.Wecancomparethequalityofthatinsecト

icide;thatis,thelessertheproductisthebetter

the insecticideascontrolleragainstsanitary

rNeStinsects.Pyrethroidsuchasdimethrin,pyre･

thrins,barthrinandallethrincanbesaidto′be

superiorfortheirsmallvalueoftheproducts.

LindAne-Re8i且tAnCeinttleSo･cAlled"Tahtsuki"StrainoftheCommonⅡou8eFJy,MuBCa

domeBLE'cavI'cLna.ProblemsontheBreedingoHnsectsforBiologicalAssayofInsecticides.

XXX･ SumioNAôsAWA(IhraAgriculturalChemicalsInstitute,Shimizu)･Re,ceivedOct.31,
1962.BoEylJ･KagaklL.27.108,1962.(withEnglishr占sum6,112).

17. いわゆる高槻系イエバエの LimdarLe抵抗性 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼-ffに関する讃即q

題 第30報 長沢純夫 (イハラ点薬研究ITr)37.10.31受刑

数カ所で飼育されたいわゆる高槻系 イエバエの個体群が 1indaneにたいしてしめす托抗性の起庇を ,

'嫡下班によって検討した結果, これらのしめす 1雌あ1:りのLD丘0は, 0.05-1.08FLgの袖口郎こあ

った.さきに DDT にたいする抵抗性を検rllJした紡栗と照合すると, 交叉抵抗性に関する今日まで
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